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RF-ID ＆ 2次元コード ＆ バーコードのマルチ読み取りに加えて、Bluetoothの一般
認識を超えた長距離通信を可能にしたワイヤレスインタフェースを一体化した
『世界唯一』のハイブリットハンドスキャナ【THIR-6000B-RF】をリリースしました。
今号は、多機能化するハンドスキャナの最新機能をご紹介します。

ケーブル接続のデメリットと

              ワイヤレスのメリット

一台で『RF-ID』＋『2次元コード』＋『バー
コード』の読み取り可能なオールインワン
モデルです。
インタフェースもUSB,USB-HID,RS-232Cに
加え『ワイヤレス（Bluetooth)』タイプもライ
ンナップ。今後もRFタグとバーコードラベル
が混在しながら流通が広がる市場では、マ
ルチリーダがコスト、運用の両面で高いパ
フォーマンスを発揮します。

 
    

 下記の一覧表は、お客様から当社に
寄せられたハンドスキャナについての
様々なご要望の一例です。
　ハンドスキャナは、数多いタイプの
バーコードリーダの中でも、群を抜い
た出荷台数となっています。
 ユーザーにとって、“安価”で“持ちやす
く”、“表示機能が無く”、“入力手段も
バーコードの読み取りのみ”と、スキャ
ナとして特化した特徴が、あらゆる業務
のシチュエーションでも応用できる手
軽なツールになり、利用されるお客様
も年々増加しております。
 

　さらに、近年では2次元コードや
RF-IDの出現により、その利用範囲は
益々広がり、ハンドスキャナにもインテ
リジェントなアプリケーション機能を必
要とするご要望が多く寄せられるよう
になっております。
　お客様が必要とする様々な業務形
態に合わせて、当社のTHIR-6000シ
リーズは“読み取りに特化した汎用タイ
プ”から、『世界唯一』の“高機能タイプ”
まで、豊富なラインナップで機能／コス
トの両面でご要望にお応えすることが
可能となっています。
　今号ではご要望の中から、「ワイヤレ
ス」と当社のワイヤレス製品の特徴に
ついてご紹介します。

 
　
　ハンドスキャナを利用するＦＡの現
場では、作業範囲が広いため、ハンド
スキャナのケーブルを5mや10mに延
長改造して使用することが多く見られ
ます。
　ケーブル延長をしたために“断線故
障”の多発や、ケーブルを装置に巻き込
んでしまう“製造事故”や、床を引きずる
ケーブルに他の作業者がつまずいて
“労災事故”などが発生しております。
　特に、自動車組み立てラインなど、
大物を製造する現場ではケーブルの
取り回しに大変苦労されていました。

□RFIDタグの読み書きが出来るようにして欲しい。
□RFIDと2次元バーコードが混在する現場では、一台で両方読めるようにして欲しい。
□作業範囲がケーブル長で制限されてしまっている。
□ワイヤレスで通信できる範囲が狭い。
□ワイヤレスはデータの信頼性を確保して欲しい。
□現場のパートさんでも簡単に接続できるようにして欲しい。
□ダイレクトマーキングされた2次元コードを読めるようにして欲しい。
□プログラムの変更無しでバーコードを利用したい。
□複数のバーコードを一括で読み取りたい。
□両手を作業で使いたいので、自動でバーコードを読ませたい。
□GS1-DatabarをAI毎に切り分けてデータ出力して欲しい。
□塵やホコリが舞う現場でも使用できるようにして欲しい。
□水周りで使用できるようにして欲しい。

おかげさまで40周年

世界唯一、長距離ワイヤレス
  ＆ ３Wayマルチスキャナ登場

●RF-ID対応
             ハイブリッドスキャナ
                      THIR-6000B-RF-W

ハンドスキャナに
                  求められる様々な機能

＊読者の皆様の中にも同じようなご要望がありましたら当社までお気軽にご相談ください。



都合により内容が変更になる場合がありますので、予めご了承下さい。


